
歩⾏空間が海とまち・⼈々の暮らしを有機的につなぐ滞在の場への再編
エリア全体の考え⽅

隠岐うみまち再⽣計画：地の⼈(町⺠)すべてが⽣き⽣きと 活躍の場をつくり, みんなで⽩い帆になって海に出よう, ⾵の⼈(来訪者)を迎えよう

⾵まち広場で踊りを踊ろう,演説をしよう,フルートを吹こう,そして最後にみんなが⽩い帆になって海に出よう,⾵の⼈を迎えよう.
隠岐の島の海は北前船と漁船のなりわいで⽩帆がなびいていました.それらを想起し,地の⼈たちの歓迎の意志を⽰す群造形として「⽩帆の林⽴」景観を提案します.

快適な歩⾏空間の⾻格「グランストリート」

「まちなかストリート」
街区の沿道⼩規模更新によるまちなみ形成

コモンズ協定・デザインコード
まちなかをデザインコードにより⼼地良いスケール感と開放性のある街並みに再⽣する

まちなかをコモンに再編し,活気あるすまい･商業空間をつくる

既存の建物,まちなみを活かす,⼩規模な更新の連続による
まちの再⽣.まちなかの空き家,空き地の活⽤アイデア集.

空家を活⽤する仕組みづくり



うみとまちをつなぐジオサークル

空家を住みつぐ仕組みづくり

駐⾞場計画

「かぜまち広場」のハレの舞台・町⺠の居場所

⼤社分院から海への緑道公園
フェリーターミナルの健康拠点化+防災拠点化

にぎわい演出 廃船レストラン

歩⾏空間を核とした様々な交流空間

まちなか再編成による快適な暮らし空間

⼀つの「家」としてまち全体で盛り上げる.

駐⾞場計画

道路の再編成により交通⼿段の集約と豊かな歩⾏空間をつくる

”まちなか”は全体を「ひとつの家」あるいは「ひとつのホテル」に⾒⽴て,整備していき,
地の⼈(居住者)と⾵の⼈(来訪者)が交わる場⾯や機会・多様な機能･空間を⼩規模な更新
の連続によりつくり,それによる交流･商業･暮らしに活気をもたらす仕組みをつくります.
地域コミュニティを踏まえたNPOや⼀般社団法⼈などを
組織して,商⼯会,⾏政,⾦融機関などと連携し,空き家・空き店舗・
空き地等を活⽤して,店舗,宿泊施設,福祉施設,広場などを街区
更新しながら配置することで,まちなかに新たな事業や雇⽤を
創造し,地域コミュニティの再⽣や若者の地⽅回帰に寄与する.


